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Research Abstract

本研究では、ヒトのつまずき・すべりなどによる転倒挙動を測定し、その結果から転倒予防のための評価値を得ることを⽬的として、⼈体に加減速の外乱を与え、その時
の挙動を測定するための基礎的な装置を製作し各種測定を⾏った.まず、ヒトの外乱に対する基本的な挙動を把握するため、⼀⽅向の外乱を作⽤させることを⽬的に、⼀
⾃由度のレール上に台⾞を設置しワイヤによる牽引により加減速する装置を製作した。さらに同装置の台⾞上に重⼼移動測定のためのフォースプレートを製作して設置し
た.また、同時に⾼速度カメラを⽤いてヒトの⾝体全体の挙動を測定可能とした。 
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以上の装置を⽤いて、転倒に⾄らない程度の加減速による⾝体挙動の測定を⾏った.その結果、外乱の与え⽅によって、⽐較的安定した⽴ち直り反射と、不安定さを伴う
踏切反射が⽣ずることを確認した.また、踏み直り反応時は重⼼速度の最⼤値が⼤きく、被験者の重⼼位置はつま先付近まで移動する⼀⽅、⽴ち直り反射時は、重⼼速度
の最⼤値が⼩さく重⼼位置はつま先付近まで達しないことがわかった. 
得られた結果を考察すれば、つま先付近に重⼼位置が移動するほど、⾜指に⼤きな負荷が作⽤するが、発⽣可能な⾜指⽀持⼒には個⼈差がある.そのため、⾜指の発⽣⼒
の限界に達すると踏み直り反応を起こすことになり、つま先付近に重⼼位置が達していない場合は、⽴ち直り反射になったと考えられる. 
以上の結果より、転倒回避⾏動において重要な要素は、重⼼速度と⾜指⽀持⼒であると考えられる.また、重⼼速度は外乱を感知してから転倒回避⾏動を始めるまでの反
応時間、前⽅に移動した重⼼位置を戻す際に使⽤する筋⼒により決定されると予測される.
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